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弘
経
寺
だ
よ
り 

開
山
忌 

四
月
十
一
日
、
増
上
寺
よ
り
楠
美
知
仁
住

職･

法
要
課
職
員
、
水
海
道
部
内
寺
院
よ
り

十
二
名
の
御
住
職
、
取
手
よ
り
弘
経
寺
副
住

職
に
当
山
へ
お
出
で
い
た
だ
き
、
開
山
忌
法

要
を
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

桜
舞
い
散
る
中
、
楽
人
に
よ
る
美
し
い
雅

楽
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
楠
美
知
仁
御
導
師

を
中
心
と
し
た
お
練
り
行
列
が
か
わ
い
ら

し
い
天
童
稚
児
を
伴
っ
て
中
宿
を
出
発
し
、

本
堂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

山
門
を
く
ぐ
る
と
、
開
山
堂
よ
り
ご
遷
座

い
た
だ
い
た
開
山
上
人
像
が
、
ダ
イ
カ
ン
に

乗
っ
て
部
内
御
寺
院
の
御
上
人
と
共
に
お

練
り
に
合
流
さ
れ
、
本
堂
へ
向
か
わ
れ
ま
し

た
。 堂

内
で
は
お
稚
児
さ
ん
達
が
お
導
師
よ

り
灌
頂
を
受
け
る
と
、
手
に
持
っ
た
一
輪
の

花
を
ご
本
尊
と
開
山
上
人
に
捧
げ
、御
上
人

方
と
共
に
行
堂
を
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
美
し

い
光
景
で
し
た
。 

御
導
師
が
当
山
開
山
嘆
誉
良
肇
上
人
の

ご
回
向
を
し
、
そ
の
後
、
ご
随
喜
さ
れ
た
御

寺
院
方
が
開
山
忌
回
向
を
さ
れ
ま
し
た
。
法

要
後
に
は
散
餅･

散
銭
の
儀
が
行
わ
れ
、
ご

参
拝
い
た
だ
い
た
方
々
に
沢
山
の
お
餅
と

お
菓
子
を
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 昨

年
ま
で
六
月
に
行
わ
れ
て
い
た
開
山

忌
を
、
今
年
初
め
て
四
月
の
桜
の
季
節
に
行

い
ま
し
た
。
千
姫
ま
つ
り
の
前
日
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
大
勢
の
方
々
が
お
参
り
下
さ

い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

来
年
も
ま
た
、
桜
の
季
節
に
、
文
字
通
り

華
や
か
な
開
山
忌
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
き
っ
と
開
山
上
人
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る

で
し
ょ
う
。 

 

水
子
供
養
、
子
供
数
珠
繰 

四
月
十
一
日
の
午
前
十
時
よ
り
水
子
供

養
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
本
堂
改
修
事
業
中
の

三
年
の
休
止
期
間
を
経
て
、
今
年
よ
り
復
活

し
ま
し
た
。
市
内
外
よ
り
沢
山
の
方
が
水
子

地
蔵
に
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

午
前
十
一
時
か
ら
は
子
供
数
珠
繰
が
当

山
本
堂
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。
子
供
数
珠
繰

に
先
立
ち
、
淑
徳
短
期
大
学
の
学
生
さ
ん
た

ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
が
集
ま
っ
た

子
供
た
ち
の
た
め
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
す
る
数
珠
繰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
や
ご
父
兄
、
淑

徳
短
大
の
皆
さ
ん
、
当
山
の
世
話
人
達
が
大

き
な
数
珠
を
回
し
ま
し
た
。
一
つ
の
大
き
な

輪
に
な
っ
て
一
心
に
祈
願
す
る
私
達
の
姿

を
阿
弥
陀
様
は
し
っ
か
り
と
見
届
け
て
下

さ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
も
厳

か
な
子
供
数
珠
繰
で
し
た
。 

来
年
も
水
子
供
養
、
子
供
数
珠
繰
を
開
山

忌
の
午
前
中
に
行
う
予
定
で
す
。
来
年
も
是

非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

 

天
樹
祭 

開
山
忌
の
翌
日
四
月
十
二
日(

日)

、
天
樹

祭
が
飯
沼
弘
経
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

常
総
市
主
催
の
「
千
姫
ま
つ
り
」
を
協
賛
し

毎
年
当
山
に
て
行
っ
て
き
た
行
事
を
今
年

か
ら
「
天
樹
祭
」
と
命
名
し
ま
し
た
。 

今
年
の
天
樹
祭
の
テ
ー
マ
は
「
絆
」。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
り
、
子

供
献
茶
式
、
雅
楽
と
琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
薬

師
祈
願
、
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
千
姫
様

行
列
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、千
姫
様
遺
品
展
、

弘
経
寺
写
真
展
、
野
点
茶
会
、
お
香
教
室
、

学
生
ガ
イ
ド
、
そ
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
百

万
遍
数
珠
繰
ま
で
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
参
拝

客
の
皆
さ
ん
、
千
姫
様
、
そ
し
て
、
私
達
弘

経
寺
を
結
び
つ
け
る
「
絆
」
と
な
り
、
天
樹

祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

当
日
の
来
場
者
総
数
は
二
五
〇
〇
人
を

超
え
ま
し
た
。
今
年
は
常
総
市
長
様
や
県
知

事
様
も
ご
来
場
下
さ
り
、
弘
経
寺
の
お
ま
つ

り
を
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
天
樹
祭
に

い
ら
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
は
記
念
す
べ
き
第
十
回
目
の
「
千
姫

ま
つ
り
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
千
姫
ま
つ
り
、

天
樹
祭
を
契
機
と
し
て
、
弘
経
寺
が
も
っ
と

も
っ
と
素
敵
な
お
寺
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

も
ち
つ
き 

四
月
七
日
は
餅
つ
き
の
日
で
し
た
。朝
八

時
よ
り
、
飯
田
い
ね
さ
ん
、飯
田
喜
一
さ
ん
、

飯
田
孝
夫
さ
ん
、
飯
田
洋
子
さ
ん
、
石
塚
規

子
さ
ん
、
稲
葉
威
穂
さ
ん
、
海
老
原
正
美
さ

ん
、
海
老
原
泰
治
さ
ん
、
落
合
光
子
さ
ん
、

土
生
圭
子
さ
ん
、
古
谷
明
美
さ
ん
、
古
谷
フ

ミ
エ
さ
ん
、
古
谷
ま
よ
さ
ん
、
古
谷
礼
子
さ

ん
、
増
子
喜
栄
さ
ん
（
以
上
、
五
十
音
順
）

が
、
開
山
忌
散
餅･

散
銭
の
儀
の
た
め
お
餅
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お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
が
極
楽

へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

四
月
九
日  

古
谷
重
造
殿  

八
十
三
歳 

四
月
十
日  

石
塚
久
子
殿  

九
十
一
歳 

を
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

二
ッ
谷
の
石
塚
良
政
さ
ん
が
御
寄
附
下
さ

っ
た
も
ち
米
は
一
俵
！ 

作
っ
た
お
餅
の
数

は
な
ん
と
一
三
二
八
個
！ 

こ
の
よ
う
な

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
開
山
忌
は
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

浄
土
宗
御
門
主
猊
下
御
巡
教 

五
月
十
九
日(

火) 

浄
土
宗
門
跡
坪
井
俊

映
猊
下
が
法
然
上
人
八
〇
〇
年
御
忌
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
当
山
へ
御
巡
教
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

法
然
上
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

の
が
一
二
一
二
年
。
二
年
後
の
二
〇
一
一
年

は
八
〇
〇
年
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
浄
土
宗
を

あ
げ
て
の
大
事
業
と
な
り
ま
す
こ
の
法
然

上
人
八
〇
〇
年
御
忌
を
記
念
し
て
、浄
土
宗

御
門
跡･

知
恩
院
御
門
主
の
坪
井
俊
映
猊
下

が
茨
城
県
を
御
巡
教
さ
れ
ま
す
。 

約
百
ヶ
寺
ご
ざ
い
ま
す
茨
城
県
内
の
御

寺
院
の
中
か
ら
五
ヶ
寺
が
選
ば
れ
、そ
の
県

を
代
表
す
る
五
つ
の
お
寺
を
猊
下
が
ご
巡

教
さ
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
五
ヶ
寺
の
一
つ
に

当
山
飯
沼
弘
経
寺
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

浄
土
宗
を
お
開
き
に
な
っ
た
法
然
上
人

に
な
り
代
わ
っ
て
、
浄
土
宗
門
跡
坪
井
俊
映

猊
下
が
当
山
へ
御
巡
教
く
だ
さ
い
ま
す
。
八

〇
〇
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
法
然
上
人
と

共
に
お
念
仏
を
お
称
え
で
き
る
機
会
な
ど
、

こ
の
先
二
度
と
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
法

縁
に
是
非
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
下

記
の
通
り
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

期
日
：
五
月
十
九
日(

火)
 

法
要
開
始
時
間
：
午
前
十
一
時 

集
合
時
間
：
午
前
九
時 

 

※
御
門
主
猊
下

は
午
前
十
時
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
本

堂
前
で
参
列
者
全
員
で
お
出
迎
え
し
ま
す
。 

集
合
場
所
：
弘
経
寺 

新
書
院 

参
加
費
：
ひ
と
り
三
〇
〇
〇
円
（
弁
当
、

飲
物
、
記
念
写
真
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
含
む
）

申
込
方
法
：
同
封
の
返
信
用
葉
書
に
て
お

申
込
み
下
さ
い
。
参
加
費
は
当
日
受
付
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
日
：
五
月
十
二
日(
火)

 

服
装
：
輪
袈
裟
、
念
珠
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
御
門
主
猊
下
を
お
迎
え
す
る
に

あ
た
り
失
礼
の
な
い
服
装
で
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

清
掃
当
番 

四
月
五
日
（
日
）
溜
井
、
細
野
、
六
軒
地

区
の
皆
様
に
お
寺
の
境
内
・
堂
内
を
き
れ
い

に
清
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
開
山
忌
、
天
樹
祭
の
お
客
様
を
気
持
ち

よ
く
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
に 

七
三
、
四
九
六
、
六
四
九
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 


